
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の
可
能
性
と
意
義

外
国
人
の
訪
問
先
の
現
況
を
延
べ
宿
泊

数
か
ら
見
る
と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
拠

点
で
あ
る
千
葉
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
四

都
府
県
だ
け
で
全
国
の
六
割
を
占
め
て
い
る

（
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
・
平
成
二
十
四

年
」）。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
延
べ
宿
泊
数

で
は
、
四
都
府
県
の
シ
ェ
ア
は
二
二
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
残
る
四
十
三

道
県
の
未
活
用
の
資
源
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

に
開
放
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
へ
の
経
済

効
果
の
拡
散
と
い
う
観
点
で
も
、
急
増
が
見

込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
受
け
皿
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

本
特
集
で
対
象
と
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
、
台

湾
、
韓
国
、
香
港
等
、
訪
日
旅
行
の
中
核

市
場
に
お
い
て
も
伸
び
し
ろ
が
期
待
さ
れ
る

市
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
々
で
は
日
本
の

地
方
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
も
比
較
的

豊
富
で
あ
り
、
地
方
を
結
ぶ
航
空
路
線
も

発
達
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
対
象
と
し
た
台

湾
市
場
は
従
来
周
遊
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
主
流
だ

っ
た
が
、
大
震
災
を
契
機
に
二
十
～
三
十
代

を
中
心
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
急
増
し
て
い
る
。
こ
の

層
は
、
中
高
年
層
に
比
べ
て
日
本
に
よ
り
親

し
み
を
感
じ
る
世
代
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
駆
使
す
る
世
代
で
も
あ
る
。
現
状
で

は
東
京
な
ど
の
大
都
市
滞
在
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
中

心
だ
が
、「
台
湾
旅
行
者
調
査
」（
二
〇
一
三

年
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、
特
集
１

注
２
参
照
）で
は
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
希
望
者
の
ほ
と
ん

ど
が
地
方
を
訪
問
し
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、

体
験
し
た
い
活
動
も
「
歴
史
あ
る
観
光
地
め

ぐ
り
」「
温
泉
め
ぐ
り
」「
自
然
観
光
地
を
訪

れ
る
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
図
１
）。

さ
ら
に
地
域
側
か
ら
見
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の

長
所
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
潜
在
需
要
の
大

き
さ
に
加
え
て
、

・
湯
田
中
温
泉
の
よ
う
に
比
較
的
小
規
模

旅
館
が
多
く
分
布
す
る
地
域
で
も
対
応

可
能
な
点

・
既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
で
き
る
点

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
浸
透
に
よ
り
低
コ
ス

ト
で
情
報
発
信
が
で
き
る
点

・
地
域
内
の
経
済
循
環
が
相
対
的
に
期
待

で
き
る
点

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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公益財団法人日本交通公社　観光政策研究部　次長・主席研究員　　塩谷  英生

視
座特集テーマからの

図1  FIT客が地域で体験したい活動

「台湾旅行者調査」2013年公益財団法人日本交通公社
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最
小
構
成
で
成
り
立
つ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー

湯
田
中
温
泉
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
す
る
旅

館
の
ハ
ー
ド
は
高
級
で
は
な
い
し
、
温
泉
浴

場
の
規
模
も
小
さ
い
。
積
極
的
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
を
受
け
入
れ
る
旅
館
の
集
積
も
三
軒
程

度
に
す
ぎ
ず
、
旅
行
会
社
の
関
与
も
な
く
、

行
政
の
支
援
も
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
く
訪
れ
る
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。

観
光
産
業
は
、
宿
泊
事
業
者
、
交
通
事

業
者
、
飲
食
店
、
小
売
業
、
旅
行
業
な
ど

多
様
な
業
種
を
包
含
す
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客

を
誘
致
す
る
た
め
に
全
て
の
業
種
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
必
要
は
な
い
。
中
で
も
湯

田
中
地
域
の
観
光
魅
力
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
で
知
名
度
の
高

い
地
獄
谷
野
猿
公
苑
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
に
特
化

し
た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
持
つ
旅
館
群

で
あ
る
。

地
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手
段
は
、
既
存
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
（
Ｊ
Ｒ
長
野
新
幹
線
、
長
野

電
鉄
等
）
が
担
っ
て
く
れ
る
。
域
内
の
交
通

に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
公

共
交
通
機
関
が
あ
り
、
魚う

お
と
し敏
旅
館
宮
阪
社

長
が
手
作
り
の
ダ
イ
ヤ
表
や
マ
ッ
プ
を
提
供

す
る
こ
と
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
産
業
の
一
部
と
し
て
取

り
込
ん
で
い
る
。
飲
食
店
や
小
売
店
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
翻
訳
し
た
地
図
や
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

流
通
面
で
は
、
当
初
Ｊ
Ｉ
Ｇ
（
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
）
が
担
う
ウ
エ
ー

ト
が
大
き
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
と
ツ
ー
ル
の
進
化
に
よ
っ
て
環
境
が
変

化
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
予
約
申
し

込
み
が
で
き
る
手
製
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り

に
始
ま
り
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
へ
の
登
録
、

Facebook

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
予
約
が
増
加
し
た
。

こ
う
し
て
湯
田
中
で
は
小
さ
な
旅
館
が

先
駆
け
と
な
り
、
小
さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
呼
び
込

む
た
め
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
注
１
）
が
構
成
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
（
図
２
）。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
へ
の

交
通
情
報
の
発
信

「
台
湾
旅
行
者
調
査
」
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で

の
地
方
訪
問
の
課
題
と
し
て
交
通
に
関
す
る

回
答
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
一

方
で
、
我
が
国
の
多
く
の
地
域
で
は
、
Ｊ
Ｒ
、

私
鉄
、
高
速
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
定
期
観

光
バ
ス
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
国
内
向

け
に
既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
す
る
観
光

地
づ
く
り
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
は
、
既
存

交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

宿泊
事業者

路線バス
・タクシー

対個人
サービス

光熱・
水道等

市町村
観光行政

県・広域
観光行政

大学・官民
研究機関国の

観光行政

観光協会・
旅館組合

地方鉄道
・駅

観光
案内所

ホスピ
タリティ

自然資源
・温泉

マス媒体

口コミ
サイト

宿泊予約
サイト 観光人材

・技術

Wi-Fi､SNS
等通信
インフラ

JR・
大手私鉄

その他
関連団体
等（JIG）

NPO・
地域団体

高速道路・
高速バス

トイレ・
遊歩道等

治安・消防
・医療人文資源

広域観光
ルート

レンタカー

国内航空
・空港

国内外
航路・港

国際航空
・空港

金融・
不動産

広告・
デザイン

発国
旅行業

国内
旅行業

卸売業・
輸送業 製造業

（食品､工芸
品等）

飲食店

着地型
旅行業

農林
水産業

事業所
サービス

小売業 立寄
観光施設

観光関連産業

支援機関

観光インフラ

交通インフラ

流通・情報
観光資源

地域観光産業

域外

域内

図2 観光産業クラスターの
構図と湯田中温泉の
FITクラスター

湯田中温泉FITクラスターの主な要素
・太字は特に競争力の源泉となっている要素
・下線部は、宿泊事業者の働きかけで機能した要素

観光産業クラスターの要素だが､湯田中温泉
のFITクラスターでは重要でないもの

筆者作成
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視
座特集テーマからの

情
報
発
信
が
重
要
と
な
ろ
う
。

実
際
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

の
ガ
ー
ラ
湯
沢
で
の
雪
遊
び
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
新
幹
線
を
組

み
込
ん
だ
既
存
の
フ
リ
ー
キ
ッ

プ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
商
品
化
で

成
功
し
て
い
る
し
、
湯
田
中
温

泉
で
は
、「
確
実
に
観
光
資
源

に
到
着
し
て
楽
し
め
る
た
め
の

情
報
」
を
親
身
に
提
供
す
る
旅

館
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
高
い
評
価
を

得
て
き
た
。

欧
米
に
比
べ
て
旅
行
日
数
の
制
約
が
大

き
い
ア
ジ
ア
か
ら
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
「
交
通
が

便
利
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
」「
観
光
地
を
巡

る
の
に
便
利
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
」
と
の
希

望
が
強
い
（
図
３
）。
こ
の
た
め
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
や
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
を
販
売
す
る
旅
行
会
社
、

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
す
る
メ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
、
自
地
域
を
起
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ

ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
や
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

現
地
ツ
ア
ー
等
を
ど
う
活
用
す
れ
ば
効
率

的
か
つ
割
安
に
周
遊
で
き
る
か
を
訴
求
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
、
出
発
前
に
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
交
通
ダ
イ
ヤ
等
の
情
報
を

調
べ
る
他
、
日
本
到
着
後
に
も
空
港
や
都
市

の
観
光
案
内
所
、
宿
泊
施
設
等
で
Wi-

Fi
を

使
っ
た
情
報
収
集
等
を
行
う
。「
台
湾
旅
行

者
調
査
」
で
は
「
日
本
語
の
時
刻
表
検
索

サ
イ
ト
を
利
用
で
き
る
人
」
が
三
一・
六
％

に
上
る
な
ど
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
の
旅
行
行
動
に
関

す
る
障
壁
は
当
初
の
想
像
以
上
に
低
い
印

象
が
あ
る
（
図
４
）。
交
通
に
関
す
る
情
報

ペ
ー
ジ
を
ウ
ェ
ブ
上
や
主
要
案
内
所
に
用
意

し
て
お
け
ば
、
各
段
階
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
能
動

的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
活
用
す
る
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
費
用
は
団
体
旅
行
や
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
を
誘
致
す
る
よ
り
も
相
対
的
に
小
さ
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
域
内
移
動
に
つ
い
て
も
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

つ
つ
、
例
え
ば
、
共
同
送
迎
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
、
Wi-
Fi
環
境
、
共
同
ト
イ
レ
や
休
憩

で
き
る
広
場
の
よ
う
な
効
率
的
で
快
適
な

滞
在
の
た
め
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
支
援
策
が
あ
っ
て
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
受
け
入
れ
に
消
極
的

だ
っ
た
宿
泊
事
業
者
も
本
格
的
な
取
り
組

み
を
進
め
や
す
く
な
る
。

地
域
経
済
循
環
の
視
点
か
ら

観
光
消
費
の
経
済
波
及
効
果
は
、「
来
訪

客
数
」「
一
人
あ
た
り
消
費
額
」「
域
内
調
達

率
」
の
相
乗
効
果
と
し
て
発
揮
さ
れ
る
。
産

業
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
三
つ
目
の
「
域
内
調

達
率
」
の
高
さ
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い

が
、
地
域
全
体
の
振
興
を
大
目
的
と
す
る

観
光
行
政
に
と
っ
て
は
優
先
さ
れ
る
指
標
で

あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
地
域
の
路

線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、
地
元
向
け
の

飲
食
店
の
利
用
、
旅
行
会
社
へ
の
手
数
料
漏

出
が
少
な
い
な
ど
、
相
対
的
に
見
て
経
済
効

果
が
地
域
に
残
り
や
す
い
消
費
の
構
成
に
な

っ
て
い
る
点
が
長
所
と
言
え
る
。

湯
田
中
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
例（
図
２
）

を
見
る
と
、
地
域
内
の
観
光
産
業
お
よ
び
そ

の
関
連
産
業
に
空
白
が
目
立
っ
て
い
る
。
競

合
地
域
の
増
加
、
需
要
の
季
節
波
動
、
ブ
ー

ム
の
反
動
等
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現

行
の
観
光
資
源
に
代
替
可
能
な
資
源
（
観

光
資
源
、
グ
ル
メ
・
買
物
等
）
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
個
人
で
の
来

訪
で
な
け
れ
ば
巡
り
合
え
な
い
郷
土
の
風

図3  FIT客が観光目的で泊まりたい宿

「台湾旅行者調査」2013年公益財団法人日本交通公社

交通が便利な宿に泊まりたい

温泉旅館に泊まりたい

観光地を巡るのに便利な宿に泊まりたい

宿の従業員が親切に旅行の相談に乗ってくれる
宿に泊まりたい

地元の食材を提供してくれる宿に泊まりたい

大きな露天風呂がある宿に泊まりたい

低額な宿泊施設に泊まりたい

浴衣を着て歩ける温泉地の宿に泊まりたい

部屋に露天風呂が付いている宿に泊まりたい

最高水準の旅館（日本式）に泊まりたい

中国語の案内が行き届いている宿に泊まりたい

荷物の持ち運びが楽な宿に泊まりたい
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23 特集テーマからの視座◉地域はFITにどう取り組むべきか

景
や
産
業
の
営
み
、
地
域
の
人
々
の
世
界
観

を
感
じ
さ
せ
る
食
や
生
活
文
化
を
体
感
す

る
場
面
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ

ス
タ
ー
と
し
て
の
訴
求
力
も
高
ま
る
。
加
え

て
、
滞
留
日
数
の
増
加
と
消
費
機
会
の
拡

大
、
そ
し
て
域
内
調
達
と
域
内
雇
用
を
通

じ
た
経
済
循
環
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
強
化
の
初
期
段
階
で

は
、
地
域
全
体
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
も
て
な
す
心

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
結
果
的
に

ク
ラ
ス
タ
ー
全
体
で
新
し
い
価
値
を
創
り
出

し
て
い
く
た
め
の
近
道
と
な
る
だ
ろ
う
。
Ｆ

Ｉ
Ｔ
受
入
事
業
者
と
関
連
事
業
者
と
の
意

見
交
換
の
場
づ
く
り
に
よ
る
信
頼
関
係
の

構
築
や
、
地
域
全
体
で
の
外
国
人
へ
の
あ
い

さ
つ
運
動
な
ど
、
財
政
支
出
が
無
く
て
も
進

め
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
大
き
く
な
る
過
程
で
は
、
観
光
イ
ン

フ
ラ
の
保
全
、
着
地
型
観
光
、
物
産
開
発
、

人
材
育
成
等
を
持
続
的
に
推
進
・
支
援
す

る
組
織
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
財
源

の
在
り
方
も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
１
）あ
る
特
定
分
野
に
お
け
る
相
互
に
結
び
つ
い
た

企
業
群
と
関
連
す
る
諸
機
関
か
ら
な
る
地
理
的

に
近
接
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
企

業
群
と
諸
機
関
は
共
通
性
と
補
完
性
に
よ
っ
て

結
ば
れ
て
い
る
。（
マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー

『
競
争
戦
略
論
Ⅱ
』（
竹
内
弘
高
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
、一
九
九
九 

年
八
月
）

図4 旅行行動における障壁が低いFIT客

日本語は読めなくても漢字である程度意味がわかる

東京などの大都市で地下鉄を使うのに抵抗はない

英語で簡単な日常会話は可能

観光案内所を探して地図を入手することができる

高速バスを利用するのに抵抗はない

自動券売機で鉄道のキップを購入できる

中国語のメニューが無くても飲食店で店員に料理を注文できる

スイカなどの日本の電子マネーを利用することに抵抗はない

タクシーを利用するのに抵抗はない

日本人に道を聞くことができる

日本語で簡単な日常会話は可能

ジャパンレールパスなどの鉄道会社の割引キップや周遊券に詳しい

駅に備え付けの時刻表でダイヤを調べられる

レンタカーを運転するのに抵抗はない

日本語の時刻表検索サイトを利用できる

バス会社のサイトで路線図やダイヤを調べられる
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